
第１学年算数科学習指導案 

 日 時  平成２４年１０月２３日（火）５校時 
児 童  男 ７名 女 ９名  計１６名 
授業者  西 川 のぞみ        

１ 単元名   たしざん    
２ 単元について 
（１） 教材について 

 本単元で扱う「たしざん」は、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 
第１学年 【Ａ数と計算】 

(２)加法及び減法の意味について理解し、それらを用いることができるようにする。 
 ア 加法及び減法が用いられる場合について知ること。 
 イ １位数と１位数との加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え、それらの計算が確実にできること。 
 ウ 簡単な場合について、２位数などの加法及び減法の計算の仕方を考えること。 
 本単元では、１位数どうしの繰り上がりのある加法計算のしかたを考え、その計算ができるように

することをねらいとしている。児童はこれまで、第３単元「いくつといくつ」において、10 を分解

的にとらえたり合成的にとらえたりする学習をしている。第４単元「あわせていくつ ふえるといく

つ」では、繰り上がりのない１位数＋１位数の加法を学習している。さらに、第６単元「10 よりお

おきいかず」では、10 より大きい数は「＋いくつ」と表せることや、「10＋３＝13」のような 10＋
１位数の計算についても学習してきている。これらの学習を基礎とし、本単元では 10 のまとまりに

着目して加数分解や被加数分解を行えるようにしていく。これは、第２学年の「何十の計算」につな

がるものである。 
 

（２） 児童について 
 児童は、日頃から身の回りのものを数えたり、習った計算を日常生活で試したり、算数の学習に対

して意欲的である。前単元までに学習した１位数どうしの計算については、たし算・ひき算ともほと

んど児童が正しく計算できるようになった。 
 しかし、自分の考えを発表することについては、難しい児童が多い。計算手順や言葉(10 のまとま

りをつくる、分ける)を使って筋道立てて話せるように支援していく必要がある。 
本単元に関わる児童のレディネステストの結果は次の通りである。 

問 問題のねらい 問  題 

正答率 
ブロック 
あり 
(8 月) 

ブロック 
なし 
(9 月) 

１ 繰り上がりのない加法計算、10＋１位数の加

法計算ができるか。 
①７＋３  100 94 

②10＋８ 94 100 

③14＋２ 81 81 

２ ２０までの数の合成・分解ができるか。 ①８と□で 10 94 94 

②４と□で 10 94 94 

③10 と３で□ 94 94 

④６は２と□ 63 38 

⑤10 は７と□ 88 69 

⑥15 は 10 と□ 100 81 

３ 

 

加法の文章問題ができるか。 

 

かごにたまごが４こはいっています。そこ

へ６こいれました。ぜんぶでなんこになり

ましたか。 

式 94 
答え 100 

式 100 
答え 100 

 

４ (未習内容)繰り上がりのある加法の文章問題

ができるか。 

９にんであそんでいます。そこへ３にんき

ました。みんなでなんにんになりましたか。 

式 88 
答え 94 

式 100 
答え 94 

 



(３) 指導について 
指導にあたっては、まず加数分解(９＋４)の方法を扱う。そこで、10 のまとまりを意識しやすい

ようにブロックケースを使い操作させていく。その後、マル図やさくらんぼ計算をかいたり、計算

の方法を言葉で話したり、文章で書いたりしながら様々な方法で答えを出させていきたい。 
次に、被加数分解(３＋９)について扱う。被加数分解したほうが、10 のまとまりをつくりやすい

ことをおさえる。 
最後に、加数分解、被加数分解のどちらでも良い場合(７＋８)について扱う。既習の学習を生か

し、いずれも 10 のまとまりをつくって求めていることをおさえ、自分の考えやすい方法で計算し

て良いことを知らせる。 
研究の仮説にかかわっては、どの子も自力解決ができるように、掲示物を用いて既習を想起させ

たり、違いを考えさせたりしながら課題を導き、見通しをもたせていく。 
 発表の際には、計算の手順を用いて筋道立てて話せるようにしていく。また、言葉(10 のまとま

りをつくる、分ける)を用いて、分かりやすく説明できるようにする。学び合いや、「ひろめる」段

階のペア学習の中で、自分の考えを発表したり、友だちの考えを聞いたりすることによって、学習

内容の定着をめざしていく。 
 

３ 単元の目標 
 ◆ １位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え理解し、確実にできるようにするとともに、

それを用いることができるようにする。 
 
 【関心・意欲・態度】既習の加法計算や数の構成を基に、１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の 

仕方を考えようとしている。 
 【 数学的な考え方 】１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の仕方を考え、操作や言葉などを用いて

表現したり説明したりすることができる。 
 【  技  能  】１位数どうしの繰り上がりのある加法計算が確実にできる。 
 【 知 識・理 解 】10 のまとまりに着目することで、繰り上がりのある加法計算ができることを理解 

する。 
 
４ 学習の関連と発展 

 
 
 
 



５ 指導計画・評価計画(１２時間扱い) 
時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 指導のポイント 

（1）9＋4 の けいさん p.95～98 ５時間 
１ ○1位数どうしの繰り上が

りのある加法計算で、加

数を分解して計算する

方法（加数分解）を理解

する。 

・ 「あわせてなんこ」を求める場面であ

ることから、加法であることを考え、

立式する。 

・ 9＋4の計算の仕方を考える。 

関既習の加減計算や数の

構成を基に、9＋4などの計

算の仕方を考えようとし

ている。 

考9＋4などの計算の仕方

を考え、操作や言葉など

を用いて説明すること

ができる。 

①イ 被加数の９に着目

させ答えは 10 よりも

大きくなるという見通

しをもたせる。 
②イ 算数ブロックを操

作しながら計算手順を

説明させる。 
③イ 計算手順を示した

ヒントカードを用い

る。 

２ ・ 加数分解による計算方法をまとめる。 

・ 加数分解の方法で9＋3の計算をする。 

３ ○前時までの学習をふま

え、1位数どうしの繰り

上がりのある加法計算

で、加数を分解して計算

する方法の理解を確実

にする。 

・ 被加数が8の場合の計算の仕方を考え

る。 

・ 加数分解すると、10のまとまりがつく

りやすいことについてまとめる。 

技加数分解による計算が

確実にできる。 

知被加数が8～5の場合で

も、10のまとまりをつく

ればよいことを理解し

ている。 

①イ 前時の学習を想起

させ、10 のまとまりを

つくればよいことをお

さえる。 
②ア 計算手順を理解し

ているか、ペア学習を

して確かめる。 
③イ 計算手順を示した

ヒントカードを用い

る。 

４ ・ 被加数が9、8の場合の計算練習に取り

組む。 

５ 

 

・ 被加数が7の場合の計算の仕方を考え

る。 

・ 計算練習に取り組む。 

（2）3＋9 の けいさん p.98～99 ２時間 
１ ○1位数どうしの繰り上が

りのある加法計算で、被

加数を分解して計算す

る方法（被加数分解）が

あることを知り、計算の

仕方についての理解を

深める。 

・ 場面から加法であると判断して、立式

する。 

・ 3＋9の計算の仕方を考える。 

・ 被加数を分解した方が10のまとまり

をつくりやすい場合もあることをま

とめる。 

・ 計算練習に取り組む。 

考被加数、加数の大小に

関係なく、10のまとまり

をつくることに着目し

て計算の仕方を考え、言

葉やブロック操作など

によって説明している。 

知1位数どうしの繰り上

がりのある加法計算は、

10のまとまりをつくれ

ばよいことを理解して

いる。 

①イ 被加数分解か加数

分解をして 10 のまと

まりをつくることを 
おさえる。 

②アイ 計算手順と言葉

(たされる数、たす数、

分ける、10のまとまり)
を意識させ説明させ

る。 
③イ 計算手順を示した

ヒントカードを用い

る。 

２ 

本

時 

 

・ 文章題を解き、自分の考えを友だちに

説明したり聞いたりすることを通し

て計算の仕方の理解を確実にする。 

（3）かあどれんしゅう p.100～101 ５時間 
１
～
５ 

○加法の計算能力を伸ば

す。 

・ 計算カードを用いたいろいろな活動

を通して、繰り上がりのある1位数ど

うしの加法計算の練習をする。 

技1位数どうしの繰り上

がりのある加法計算が

確実にできる。 

②ア ペアで様々な問題

に取り組ませる。 

 
 
 
 
 
 



６ 本時の指導 
（１） 目 標 

○１位数どうしの繰り上がりのある加法計算で、被加数分解・加数分解どちらでも 10 のまとまりをつ

くっていることに着目して、計算の仕方についての理解を深める。 
 

（２） 指導のポイント 
・被加数分解か加数分解をして 10のまとまりをつくることをおさえる。(仮説①イ) 

・学び合いやペア学習の際に、計算手順と言葉(10のまとまりをつくる、分ける)を用いて計算の仕方

を説明させる。                         (仮説②アイ) 

・計算の手順を示したヒントカードを与えたり、ブロックを一緒に操作したりしながら 10のまとま 

りをつくることに気づかせる。                  (仮説③イ) 

 

（３） 展 開 
段

階 
学習活動と予想される児童の反応(・) 

支援（○）と評価（□）と 
指導のポイント（①②③） 

 
つ

か

む 

 
 
７ 

1 問題を把握する。 

  
2 課題を把握する。 

 
 

 

おやのぺんぎんが７わいます。こどものぺんぎんが

８わいます。ぺんぎんはぜんぶでなんわいますか。 

７＋８のけいさんのしかたをかんがえよう。 

 
 
 
○要素を確認し、立式させる。 
 
○前時までとの違いを考えさせる。 

 
 
み

と

お

す 

 
 
３ 

3 見通しを立てる。 
  方法の見通しを立てる。 
  ・10 のまとまりをつくる。 

・７で 10 をつくる 
・８で 10 をつくる 

  何を使って考えるか確認する。 
  ・ブロック 
  ・マル図 
  ・さくらんぼ計算 
  

①イ 被加数分解か加数分解をして

10 のまとまりをつくることを

おさえる。 

 

 
 
 
た

し

か

め

る 

 
 
 
 
20 

4 自力解決に取り組む。 
 
5 答えの求め方を発表する。 
 ・７で 10 をつくる (加数分解) 
 ・８で 10 をつくる(被加数分解) 
  
   
6  計算の仕方について共通点を話し合う。  
  
 ・10 のまとまりをつくっている。 

③イ 計算の手順を示したヒントカ

ードを与えたり、ブロックを一

緒に操作したりしながら 10 の

まとまりをつくることに気づ 

かせる。 

○ブロック、マル図、さくらんぼ計算

の順に発表させる。 

②イ 計算手順と言葉(10 のまとま

りをつくる、分ける)を用いて、

計算の仕方を説明させる。 

○計算の仕方の共通点を考えさせて、

10 のまとまりをつくればよいこと

をおさえる。 

 



ま

と

め

る 
３ 

7 本時の学習のまとめをする。 
 

10 のまとまりをつくる。 

 
○掲示物を活用し、これまでのたしざ

んの学習をふり返りながらまとめ

る。 

 
 
ひ

ろ

め

る 

 
 
 
12 

8 練習問題に取り組む。 
 ６＋７ 
 
9 ペア学習をする。 
 ６＋７の計算の仕方を説明する。 
 
10 本時の学習を振り返り、発表する。 
  
11 次時の学習内容を知る。 

②ア 計算手順と言葉(10 のまとま

り、分ける)を用いて、計算の

仕方を説明させる。 

○自分がどの方法で考えたかを明確

にし、計算の仕方を説明させる。 
 
知１位数どうしの繰り上がりのある

加法計算で、10 のまとまりをつく

ればよいことを理解し、計算のしか

たを説明することができる。 
          (発言・ノート) 

 
(４) 評 価 

       評価規準 

観 点 
十分満足できる おおむね満足できる 

努力を要すると判断 
される児童への手立て 

知１位数どうしの繰り

上がりのある加法計

算で、10 のまとまり

をつくればよいこと

を理解し、計算の仕方

を説明することがで

きる。 

○10 のまとまりをつく

ればよいことを理解

し、計算の仕方を図や

式、言葉を関連付けて

説明している。 

○10 のまとまりをつく

ればよいことを理解

し、計算の仕方を説明

している。 

●計算の手順を示した

ヒントカードを与え

たり、ブロックを一緒

に操作したりしなが

ら 10 のまとまりをつ

くることに気づかせ

る。 
 

 (５) 板書計 
   
 
 
 
 
しき  ７＋８   
こたえ 15 わ 

 
10 のまとまりをつくる 
７で 10 をつくる 
８で 10 をつくる 

 

              

   
 
 
 
 
７で 10 をつくる 
         ７＋８＝１５ 
      10 ３ ５ 

 

８で 10 をつくる 
       ７＋８＝１５ 
      ５ ２  10 

   
 
 
 
 
 
 ６＋７＝１３ 
10 ４ ３ 
  
 ６＋７＝１３ 
３  ３ 10 

 

○も おやのぺんぎんが７わいま

す。こどものぺんぎんが８わい

ます。ぺんぎんは、ぜんぶでな

んわいますか。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

○か７＋８のけいさんの 
しかたをかんがえよう。 

○ま 10 のまとまりをつくる。 

マル図 

マル図         


